
 

報 道 発 表 

令 和 ２ 年 ２ 月 2 1 日 

地 震 火 山 部 

 

 

「津波警報等の視覚による伝達のあり方」（報告書）の 

公表について 
 

津波警報等の視覚による伝達のあり方検討会において、「赤と白の格子

模様の旗」を用いることが望ましいとの報告書が取りまとめられました。 

 

 

気象庁では、海水浴場等を利用する聴覚障害者等に対し津波警報等を一層確

実に伝達できるよう、昨年 10月より「津波警報等の視覚による伝達のあり方検

討会」（委員は別紙参照）を開催し、津波警報等の視覚による伝達方法について

検討を進めてきました。 

 

今般、検討の結果として、津波警報等の伝達に「赤と白の格子模様の旗」を用

いることが望ましいことなどを内容とする「津波警報等の視覚による伝達のあ

り方」（報告書）が取りまとめられましたので、お知らせします。 

 

 

（参考）「津波警報等の視覚による伝達のあり方検討会」における検討経過 

http://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/study-panel/tsunami-

shikaku/tsunami-shikaku.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜問合せ先＞ 

地震火山部管理課 橋本・甫木  

電話 03-3212-8341（内線 4519・4671） FAX 03-6684-2857 

http://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/study-panel/tsunami-shikaku/tsunami-shikaku.html
http://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/study-panel/tsunami-shikaku/tsunami-shikaku.html


 

  

津波警報等の視覚による伝達のあり方検討会 委員（◎：座長） 

 

（敬称略、五十音順） 

 

（有識者） 

 

荒井 康善 一般財団法人全日本ろうあ連盟 理事 

 

石川 仁憲 公益財団法人日本ライフセービング協会 常務理事 

 

井上 征矢 筑波技術大学産業技術学部総合デザイン学科 教授 

 

圓道 眞理 神奈川県くらし安全防災局防災部 災害対策課長 

 

  梶間 英次郎 静岡県下田市 防災監 

 

◎田中 淳  東京大学大学院情報学環 総合防災情報研究センター長 教授 

 

 

（関係省庁） 

 

小谷 敦  総務省消防庁国民保護・防災部 防災課長 

 

林 正道  内閣府政策統括官（防災担当）付 参事官（調査・企画担当） 

 

 

 

別紙 


